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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月11日(2008.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個の情報セグメントよりなる情報セグメントセットの周期的な伝送を受信する方法で
あって、
　前記Ｎ個の情報セグメントセット全体の伝送を、繰り返し受信するステップと、
　有効なセグメントがまだストアされていない各情報セグメントを処理するステップであ
って、その情報セグメントが有効か無効かを識別することと、
　前記有効な情報セグメントをストアするステップと、
　前記セグメントのＮ個の異なる情報セグメントがストアされているか否かを判定するス
テップと、
　当該情報セグメントセットのＮ個の異なる情報セグメントがストアされていないと判定
した場合に、前記受信するステップ、前記処理するステップ、前記ストアするステップお
よび前記判定するステップを繰り返すステップと、
　Ｎ個の異なる情報セグメントがストアされた後、前記ストアされたＮ個の異なる情報セ
グメントの情報セグメントセットをさらに処理するため転送するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１において、前記処理するステップは、
　各情報セグメントとともに含まれるエラーコードを用いて、前記情報セグメントのいず
れにおいてもエラーを検出するステップと、
　前記エラーが検出された各情報セグメントのセグメント番号を判断するステップと
　をさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１において、各情報セグメントは、前記情報セグメントに含まれる情報を示すＶ
ＡＬＵＥタグを含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項３において、最初の伝送と、後続する伝送とは、等しいＶＡＬＵＥタグを有する
ことを特徴とする方法。
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【請求項５】
　請求項４において、前記ストアされた有効な情報セグメントは、前記最初の伝送と前記
後続する伝送においてＶＡＬＵＥタグが等しくない場合に、削除されることを特徴とする
方法。
【請求項６】
　請求項１において、前記情報セグメントは、ＢＣＣＨ－ＳＩＢ（broadcast control ch
annel system information block）を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１において、前記周期的な伝送は、予め定めた繰り返しレートの後で受信される
ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　Ｎ個の情報セグメントよりなる情報セグメントセットの周期的な伝送を含む通信を、受
信し処理するＵＥ（user equipment）であって、
　前記Ｎ個の情報セグメントセットの全体の伝送を、繰り返し受信するように構成された
レシーバと、
　有効なセグメントがまだストアされていない各情報セグメントを処理して、前記情報セ
グメントが有効か無効かを識別するように構成されたプロセッサと、
　前記有効な情報セグメントをストアするように構成されたメモリと
を備え、
　前記レシーバは、
　　前記Ｎ個の情報セグメントよりなる情報セグメントセット全体の後続する伝送を受信
したときに、以前ストアされなかった情報セグメントのみを受信および処理し、
　　各情報セグメントが有効かまたは無効かを識別し、
　　有効な情報セグメントをストアし、
　　前記Ｎ個の情報セグメントセットの全ての情報セグメントがストアされるまで、前記
Ｎ個の情報セグメントセット全体の後続する伝送を、繰り返し受信するように構成されて
いること
　を特徴とするＵＥ。
【請求項９】
　請求項８において、前記レシーバは、
　各情報セグメントとともに含まれるエラーコードを用いて、前記情報セグメントのいず
れにおいてもセグメント番号を検出し、
　エラーが検出された各情報セグメントのセグメント番号を決定するようさらに構成され
ていることを特徴とするＵＥ。
【請求項１０】
　請求項８において、各情報セグメントは、前記情報セグメントに含まれる情報を示すＶ
ＡＬＵＥタグを含むことを特徴とするＵＥ。
【請求項１１】
　請求項１０において、前記第１回目の伝送と前記後続する伝送は、等しいＶＡＬＵＥタ
グを有することを特徴とするＵＥ。
【請求項１２】
　請求項１１において、前記第１回目の伝送と前記後続する伝送が等しくないＶＡＬＵＥ
タグを有する場合には、前記ストアされた有効な情報セグメントが削除されることを特徴
とするＵＥ。
【請求項１３】
　請求項８において、前記情報セグメントは、ＢＣＣＨ－ＳＩＢ（broadcast control ch
annel system information block）を含むことを特徴とするＵＥ。
【請求項１４】
　請求項８において、前記周期的な伝送は、予め定めた繰り返しレートの後で受信される
ことを特徴とするＵＥ。
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【請求項１５】
　情報セグメントセットの周期的な伝送を含む受信された通信を処理する方法であって、
　情報セグメントセットの第１回目の伝送の全体を受信するステップと、
　各情報セグメントが有効か無効かを識別するために処理するステップと、
　前記情報セグメントセットの情報セグメントのうち有効な情報セグメントをストアする
ステップと、
　前記情報セグメントセットの情報セグメントのうちの無効な情報セグメントに対して、
後続する少なくとも１回の情報セグメントセットの伝送の全体を受信し、その伝送におい
て、以前に無効と識別された情報セグメントに対応する情報セグメントのみを処理し、お
よび有効と識別された情報セグメントをストアするステップと、
　前記情報セグメントセットの全ての情報セグメントが有効と識別されストアされるまで
、前記後続する情報セグメントセットの伝送の全体を受信し、処理しおよびストアする前
記ステップを繰り返すステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１５において、前記処理するステップは、
　各情報セグメントとともに含まれるエラーコードを用いて、いずれの前記情報セグメン
トにおいてもエラーを検出するステップと、
　エラーが検出された各情報セグメントのセグメント番号を決定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１５において、各情報セグメントは、前記情報セグメントに含まれる情報を示す
ＶＡＬＵＥタグを含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１７において、前記第１回目の伝送と前記後続する伝送は、等しいＶＡＬＵＥタ
グを有することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１８において、前記第１回目の伝送と前記後続する伝送が等しくないＶＡＬＵＥ
タグを有する場合に、前記有効な情報セグメントが削除されることを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１５において、前記情報セグメントは、ＢＣＣＨ－ＳＩＢ（broadcast control 
channel system information block）を含むことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　請求項１５において、前記周期的な伝送は、予め定めた繰り返しレートの後で受信され
ることを特徴とする方法。
【請求項２２】
　Ｎ個の情報セグメントのセットの周期的伝送を受信する方法であって、
　Ｎ個の情報セグメントのセットの全体の伝送を受信するステップと、
　前記セグメントが有効である無効であるかを決定するために各セグメントを処理するス
テップと、
　前記有効なセグメントをストアするステップと、
　前記セットのＮ個の異なるセグメントがストアされているかどうかを決定するステップ
と、
　前記セットのＮ個の異なるセグメントがストアされていない場合は、
　　無効であるセグメントを決定するステップと、
　　前記Ｎ個の情報セグメントセットの全体の引き続く伝送を受信するステップと、
　　前記決定された無効であるセグメントをデコードするステップと、
　　前記デコードされたセグメントが有効であるかどうかを決定するステップと、
　　前記有効なセグメントをストアするステップと、
　　すべてのＮ個のセグメントが有効に受信されるまで、無効であるセグメントを決定す
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る前記ステップ、前記Ｎ個の情報セグメントセットの全体の引き続く伝送を受信する前記
ステップ、前記決定された無効であるセグメントをデコードする前記ステップ、前記デコ
ードされたセグメントが有効であるかどうかを決定する前記ステップおよび前記有効なセ
グメントをストアする前記ステップを繰り返すステップと、
　Ｎ個の異なるセグメントが受信された後で、前記ストアされたＮ個の異なる情報セグメ
ントの情報セグメントセットをさらに処理するため転送するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記処理するステップは、
　前記情報セグメントにそれぞれ含まれるエラーコードを用いて情報セグメントのエラー
を検出するステップと、
　前記エラーが検出された情報セグメントのそれぞれのセグメント番号を判断するステッ
プと
　をさらに含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記情報セグメントは、情報セグメントに含まれる情報を示すＶＡＬＵＥタグを含むこ
とを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　最初の伝送と、後続する伝送とは、等しいＶＡＬＵＥタグを有することを特徴とする請
求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ストアされた有効な情報セグメントは、前記最初の伝送と前記後続する伝送におい
てＶＡＬＵＥタグが等しくない場合に、削除されることを特徴とする請求項２２に記載の
方法。
【請求項２７】
　前記情報セグメントは、ＢＣＣＨ－ＳＩＢ（broadcast control channel system infor
mation block）を含むことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記周期的な伝送は、予め定めた繰り返しレートの後で受信されることを特徴とする請
求項２２に記載の方法。
【請求項２９】
　前記引き続くＮ情報セグメントのセットの全体の伝送を各々に対して、前記決定された
無効であるセグメントを受信しおよびデコードするためだけに、レイヤ１へ通知するステ
ップをさらに備えることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
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